
令和３年度（令和２年度決算）上板町学校給食センター 

事業名 学校給食事業 

事業費 

（千円） 
113,221 

財

源 

国庫 県費 その他 一般財源等 

  45,297 67,924 

目的 
学校給食事業は、上板町内の４幼稚園、４小学校及び中学校に所属

する全ての子ども達に対し学校給食を提供することを目的とする。 

対象・内容等 

１．学校給食の提供 

 給食費 幼稚園・小学校 250円／1食当たり 

     中学校 270円／1食当たり 

 １日当たりの提供数 1,104 食（令和元年５月１日時点） 

上板中学校 305名  上板町内４小学校 615名 

上板町内４幼稚園 159名  給食センター 25名 

 ２．学校給食を活用した食育の推進（地産地消・食品ロス削減） 

実績等 

１．学校給食提供数 186,532 食（内 牛乳のみ 375食） 

 歳入：給食費等収入 45,297 千円 

 歳出：原材料費 34,528 千円 加工委託料 12,761 千円 

２．食育の推進 

 「社会的課題に対応するための学校給食の活用」事業 

 残渣等の再利用によるゴミの削減量 2.36t 

成果等 

□ 達成 

■ おおむね達成 

□ やや不十分 

□ 不十分 

学校給食は、成長期にある子ども達の心身の

健全な発達や、健康の増進、体位の向上を図る

事はもちろんのこと、食育に関する生きた教材

として重要な役割を担うものである。 

学校給食センターにおいても、地場産物の活

用や食品ロスの削減を実施しながら、安全でお

いしい給食を提供できたと考える。しかしなが

ら、危険異物の混入等による給食の中止はな

かったものの、不快異物等の混入が数件発生し

ており、さらに衛生面を強化していく必要があ

る。 

次年度以降の

取組み 

□ さらに重点化する 

■ 現状のまま継続する 

□ 見直しのうえ継続する 

□ 事業の縮小を検討する 

□ 休止、廃止を検討する 


